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技術の特徴
•一般的な紫外スペクトル（190～300nm）によって、水中の一部のカチオン濃度の推定ができること
が報告されている1)

•さらに短波長側の遠紫外領域には、Cl-のCTTSバンドや2)、カチオンの影響を受けることが知られ
ている水の第一電子遷移吸収帯が存在する3)

•これらの情報を含む遠紫外スペクトルを用いて、多種のイオンの迅速・簡便な定量を試みた
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 紫外・遠紫外で推定可能なイオン： NO3
-，Cl-，Mg2+，Ca2+

 紫外・遠紫外で推定できる可能性があるイオン： Na+，Br-

 遠紫外でのみ推定可能なイオン： F-，K+

 紫外・遠紫外とも推定困難： SO4
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• 175～300nm の遠紫外スペクトルを測定
（右図装置）

• 試料は市販のミネラルウォーター７種類

• 参照値のイオン濃度の測定にはICP-
AES およびイオンクロマトグラフを使用

F-

ミネラルウォーターの遠紫外透過スペクトル PLS回帰分析によるイオン濃度の推定結果

研究の内容
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遠紫外分光光度計

今後の展開
• 短波長化と装置の安定化
• 各種イオン間の相関についての調査


